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　　　　　　　　　　　　　　　　1・緒　　　　　雷

　　各種電極材料による火花電堅特性に｝善妾1しては，既に多くの研究が見られる塵であるが，これ等

の申炭素電極はその火花電塵に於いて珪較的不整現象が少ないとされて來た。①偽　然しこの炭素電

極にもその原材料の紐陵，焼成等によって多くの種類があり，之に依って亦その火花特｝生にも叢異

が生するものである．之に曝しては當電力及び電力下用研究窒‘こ於いて昭和19年より鳥山鼠1敏授

等によって研究され，その結果の一・一，二は，戦時申當時の航察技術協愈研究班に：斗長告されているが，

然しその結果は一般に知られていなく，叉戦後引き績きその特性に關して筆：考ぐ享に依って行めれた

研究結果も多V・ので，資料の散逸を防ぎ，解く参考に供し度いと云う野卑より，蝕に一・即し報告し

て置き度V・と思うものである■一

　　侮，研究に使用した各種炭素電極は電愛子ilj材料より製作したものであって，之は電氣機械研

究窒林邦雄敏授の御好意に依り越えられたものであり，叉比較のために使用せる金製電極の一一・部は

古河理化撃研究所の早野愼吾氏の御好意に依るものであ）i，藪に同敏授及び同氏に1糞よして感i謝の意

を表する次第である。更に，實験には前研究室員イニ1村富明君が熱心1て：之を途行されたもので同君に

封して深甚なる謝意を表する．

　　　H・無定形炭素電極の火花電歴の不整及表面燵成庭理に依る不整の絵曇

　　以下實験厭序に三って報告する事にする．

　　（1）實　　　條　件

　　使用高座電源としては，標準波形に：近い争琢撃波獲生麻置及び高撚磁石弔電1幾の蘭方を用いたガ，

以降述べる實験結果は，その何れに依っても大罪外様であった．次に使用した炭素電極は無定形炭

素に厩するもので，之を直律19mmの球電極とし，表拍1はエメリー紙で仕上を施した．火花電塵

の測定には・供試電極1用隙と並列に置V・た直穫50　mmの摂押手閥隙を菓外糸｝1乏照射して，その火花

棚隙長によって電継を表わした．

　　（2）火花電導の不整

　　今その1例を示すと第1圖の如くであって，

横軸には供試炭素電極の渕隙：長を麺化したものを

とり，縦軸に：その火花電歴を馬鞭；の並別にお・いた

標準聞隙長で表わしている。野中（a）は電極を1・1：

上げたままのもので，此の様に不整現象が存在し

てv・る．叉此の様な炭素電極は多孔質であるので

潔渡の影響を見るべく，之を水道水につけたもの

が（b）であるが，之も同様に不整を示している．

（c）は比較のため之に韮外綜照射したものである、

亀

轡4

翼3
二

三
t1N

嫉試¶瑚隙長で。・肌）

第　　1　岡



　　　　　　　　　　　炭　素　矯　極　の　火　花　憾　畷三　に　就　て　　　　　　　　　　　　　45

　　（3）不整の除去庭理

　　之に益して，今立じ西岳をコークス煽中で赤熱程1ごξに焼いたものは，11引割（d）に示す女　rgく殆ど

火花電厘の不整がllI決している．この様に不整の浩失するのほ，叉木炭，ガスバーーナー等で熱して

も同じであ1），叉この檬に焼いたものを敷［：li閤放置しても元に戻る：事ぽない．この表甑焼域庭理に

依る不整の浩失は虚語氏「：≧）も之を認めているが，炭素電駆と限らす益㌃厩電極，例えば軟鋼，錆織，眞

i鍮，銅等で試みても臨く団じであった，

　　然し同じ表一献域庭回でも，之を磁器製

の岨忌中で閻接i｛【LJに加熱すると，此の場合は

祁當の不整が現われる．之は第2圖で示す

如くであるが，之を見ると直：接焔が電極表li「il

に當たる事が不整浩失の原馴であって、何か

淡素徴粒子の如きものが電極表爾に：1；f手着する

ためかとも考えられる．即ち今若を型1虞読後

再び日月リー紙で磨くと，叉不難が生一タる事

等よりも」．濡己の事が確かめられる．術叉炭素

電極のみならす，圭ヒ較のために摸鍮磁極の表
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　　第　2　圃

画に：炭素微粒を塗布しで衝撃火花特性をとると，1～3回の放電物数迄lji不整がないがそれ以後は叉

　　　　　　　　　　　り
現われて生る．之は先ず塗擁∫した炭素粒：子が放電のため飛散するためと考えられる．

　　　　　　　　　　　　膿・各種下野電極に於ける火：花特性

　　上蓮の様に今迄不整のないとされて來た炭素電極でも，旧師の不整現象が存在する事を知った

が，次に各種炭素電柚1に依ってその程度を比較し七見た．今無定形炭素，入干瓢氣黒鉛，天然黒鉛，

の各数種を選び，高罐磁石獲†は機を電源として，その火花特性を調べその結果を藁1表に示す．伺

標準波形に近V・街撃波に依る結月毛の二，週を1頑i．芋に示した．表中％過電塵とは今供試附隙を篁外

線照射した時のイ〈忍なき火花電雁を14、とし，然らざる時の50％放電葬ミを篠とし、た時

　　　　　　　　　篠「κ・〉〈100％　：．。％四顧・ミ

　　　　　　　　　　疏

としたもので，之の大仁いものが不整程度のノくきい事を労こしている。此の場合拶口試illi隙は3mmに：

於いて測定した・

　　この結果に依ると，大艦に：於いて不整の添窒度は

　　　　　　　　　無定形炭素〉人造電氣黒鉛〉天然黒鉛

となって居レ’瑳中天然黒鉛中（つ｝つ，＝・kのG　4の如きは殆ど不饗｛茎なき状態を示している．3く之
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を林教授の報．1響；りと上し二較して見ると，大1搬SA塑の高粟

流藩刷賛（φ餌03，φCO2等）で，無鉛化の進んでいなV・

叉不純物の少たい1・イ層料を以って電勃1とした時・ISこ，不：整大

で，次にφ261）0塑（φ2600，EG－G自，　EG－AS，　EG－3，

EG－2’，　EG－5）のものは｝い程凄，ソく然黒鉛型¢）ものは：4く

整少なしと云う結果になっているが，その出1に：何らかの

欄聯があるものと考えられる．　　　　　　　　　　　　’

　　　亘V。　驚然黒鶴野握の火糀特性に移羅する

　　　　　　嵩，蕪の研総

　　前撒1に：於いて述べた如く，天然無鉛電極の不i賂の；な

V・結果が明らかに二され，之に：就いては醜、に簡呈湿て：紹介し

てある（一bが，引き言いてその特性を調べるため，次の如

き．．J－1，三の研究を行った，

　　（／）〆の攣化と不整¢）出現

　　天然黒鈴竃：極墜C，特に不盤現象を＝∫声さなV・G－4の

如き電極に：於いても，之を3mm以下の短吊1隙でその火

ぞど特性を調べると不整が生する様になる。叉周回氣1艇の

低下によってもF6イ蒙に二不｝鞭現．象が現われる．即ち以下｛こ

特性を嬉3齪に示す．瞬（a＞は直狸13mm
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¢）G－1電イ亟を1二＝4mmに：保った場合で，約1）　：．＝4501um頁g（pl篇176　mmHg・cm）以、下で不整

が生する．（b＞は同じく　Z篇6mmの場・合でp＝嵩25Q塒mHg（pl＝．＝／50　mmHg・cm）より不整と港；．

る．然し之を遣タト線にて1報射すると墨囑圏の如く杢領域に：亙って不整が溝：失した．　これ等の關係

を：1・1を以って表わすと齪5圖の：如くになり，120～18G　mmH9・Cmに隈界黙が存狛三する事力1見ら
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實験を行うと第7圖の如く同じ結果を得た．葺七の揚合1篇4mniにとって）・る．

（C）針電極の場合

　　第8圖は縫針を電極とした蝪合の特性で，

この時は廣範園に亙って不整が表われる．此の

時は1＝10　mmととってV、る．
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（3）黒鉛電極よりのstreamcrの肉眼的観察

　　ヂ

　　謬’

’郵

kl．g¢一一’f’一”gxxx

　　　　　　　　　NX’

v
　6噸
魎6’

四三

鞭3

曝2

　／

→つ，

×
e－ny－e

針電極

探試阿礁畏10c慨

sZ＜＜lii．1．N，

k”rpt－r一一丁一一一一一一　t？

jue　5va　“op　4av　／t7n　2－oo　／dv　o

　　　窺掛ぐ隙’倒

第　8　圖

　　更に黒鉛電極の特異性を見るべく，直流の接績電塵を印しl擁して，その球電極表面より延びる

streamerの朕態を槻察すると第S圖の如く，智1攣つπ形態をとる審が判明した，　j：lilち一・織に眞鍮そ

の他の金薦の球電極を岡の如く賜極側にお・くとそのstrcamcrは，陽｛亟直前にAの部分の如く僅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かの距離だけ，眞直の部分が存在する事は周知の通り
　　　A
　　　l　　　　　　　　　　　　であるが，黒鉛の場合は然らすして，球の前面に比較

　　　　　　　　．ε＆‘亡r◎）’t，M乏t妃

　　　　　第　9　圏

的廣V・範1蜘こ墨黒；iの輝黒iiが生じ，之よりstreamerが

延びるのが見られた．術これも不整現象の少なV・とさ．

れている　Eicctron　meta1（A15，5％，　Mn　2．9％，　Zn

116％，袋Mg）ぼ，そのi｛sllli形態をとっている事が観

察された．これ等の場合の竃球嫡1隙は1～1．5・cmにと

っている。

　　（4＞放電回路に直列抵抗を：挿入せる場合

　　以土の結梁は，何れもその放電回1「箆に抵拡レイングククンスを特に挿入L＞kい場合であって，

黒鉛電極には．嬉｛i：；1のない鵜需・であっノ、二が，次に之｛嫁li汐lj抵載左回入すると倒撃氏花電華1卜1に著｛．く手：

塾が生する事がyl　Llられた．第10間ほその！例であって，之は2！（2の抵抗4・F入の場合である。同

臨
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時に此の時streamcrの延び方を槻るとその延びが非常に抑制される寓が明瞭に見られた．更に氣

膿を下げた揚合には憎々不整が著しく，その様子は非常に興味深V・．その1例をag　11圖に示す．

　　＄
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　　＼言＿；／；＼。侠蜘自醸4伽餓

。　／　z　3　4　夕　6　7
　　　侠畜劣肉峰長（Ptne）

　　　　　第　10　圖

700　600　Spo　”pp　3ve　2po　／oo　o

　　・t’st一｛．eF　，E；，　（，mm　H3）

　　　第　ユ1　圃

　　術これ等の聞隙に豊外塞泉照射を興えると再び不整はなくなる事を知った．

　　（5）　實験結果に封ずる考察

　　この様にプ〈然黒鉛球電極力；一，他の金馬球電極と異なって火花放電電塵に不整が殆ど見られなく，

丁度荒いエメサー紙で研磨した直後の金嵐電極或は表面に微耳1㌍r・を塗布した電極の特性と類似した

1りこ態を示す事が判明したが，その町回は未だ審かではない．i然し上蓮の諸實瞼より云える事は次の

如くである．

　　（a＞黒鉛電極表爾よりはstreamerが出易V・事で，之は肉眼で観察しても電極表面の比較的1黄

い範囲からstreamerが延びる事が見られた．この事はcan段1放電域に於いて』考える場合，電極よ

りのstrcamcrの伸展にイく整的な邊れの確率力：少い事を示すもので，エメリー紙研磨の金屍鱒浦｛に：

於いて考9えられる機鼻li⑱と同糠と思うものである．

　　（b）Plの大小による不整の出現は，一一般に金腸電極に於いて兄られるものと同様に，所謂放電

領域の縛移（（s）によるもので，streamer機構による不整のない歌態から，　Townscユ｝d領域に於ける栄

光放電形式に移る場合に不整が生じて來ると考えたい．

　　（c）此の場合、儂タト線照射によって；i∫び不整は金領域に亙って泊滅するが，之は韮外線によって

翰隙内に適彙¢）偶lr電宿洋を生成イ烈、めて放電の確率を壇ノくさせるため，不整がなくなるものと労

えるか，或は陰性商よ興♪電子放射．を助長する審・り爾拗粥えられよ；）．Xtし1一れ等は別に黒郵蓄詑

．極に1瑛るものではなく一・般1的な事柄に協3円る．
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　　（d＞放電岡路に亘列抵抗を才承入すると，上述の如く著しV・不整が表われる．之も一般の金屍電

極に見られるも級）ではあるが，．特に黒錦電極に於いてはその効堪が著しbのであって，之は結局電

極よりのstreamerのイ中展；の際，之に相常する｛Ill路の｛瞬閥電流力§抵抗に流れる時の電1雛降下がその

streamerの伸展を遮り，叉後記せんとするstreamerをも抑えるためと考えられよう．この時も亦

墓外線照射によってstreamerの生域：及び進展が助長されて不整現象は浩滅される．

　　（e）　この様に黒鉛電極に於ける特挫は，大柏論明されるのであるが，然らば何故黒鉛電極から

streamerが出癖V・かと云う事の読明は非常に困難で，或はelcctron　nietalの］1flくMgその他を：不

純物として含；有するためか，叉は多孔質なその表面福i三又は更にイ股1説的に1結品季1罪造によるものか，

口下の庭不明である．

　　　　　　　　　　　　　　　　V・結　　　　鷺

　　本報告に於いては，多くの種類の炭素庵：1ラ垂｛に就いて夫々の火花持性を∂・llべ，無定形炭素，入造

電氣黒鉛，天然黒鉛の順に火花電厩の不整が少くなる事を示した，：叉電極表面の焼威庭魂に：よって

同上の不整がなくなる事を蓮；べた．

　　i次に不整現蒙の殆どない天然黒鉛電極の特丁’勧こついて，i氣煙出1隙長の差参1乏による：放電形式の1博

移，直列固事抵抗の存在等による不整現象の懸現等を調べ，他の金薦電極との比較，蓮外線照射の

影響等を：観察した．その結果他の金属電極と比較すると照鉛電極からのstreamcrの出方には，不整

的な遅れが殆どなく，非常に容易に：四極画1からstartすると云う事が考えられる．然しその猿囚が

黒鉛電：極の．表i面あ1毒i造にあるか，叉はその申の不純物（例えばMg等）にあるかは明らかでない．
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